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孝
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消
費
税
引
き
上
げ
を
一
年
後
に
控
え 

最
善
の
選
択
が
必
要
な
年
で
す
。 

　
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

申
年
は
、
日
米
と
も
に
大
統
領
選
や
参
議
院
選
な
ど
が
行

わ
れ
る
年
で
、「
荒
れ
る
年
」
と
い
う
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
税
引
き
上
げ
の
前
年
で
、
資
材
な
ど
の
価

格
も
安
定
し
な
い
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　
松
下
孝
建
設
は
、
来
年
の
消
費
税
の
引
き
上
げ
や
将
来

的
な
展
望
か
ら
、
様
々
な
技
術
改
革
を
遂
げ
て
参
り
ま
し

た
が
、住
宅
技
術
の
本
質
は
、住
宅
躯
体
構
造
の
性
能
ア
ッ

プ
が
、
最
も
将
来
に
必
要
な
技
術
で
あ
る
と
確
信
し
て
お

り
ま
す
。
住
宅
の
設
備
は
、
様
々
な
新
技
術
を
開
発
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
を
確
実
に
受
け
止
め
る
た
め
に
は
、
住
宅

性
能
が
最
も
重
要
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
住
宅
を
取
り
巻
く
技
術
革
新
は
、
い
ま
、
大
き
く
進
化

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
電
力
の
自
由
化

で
、
本
年
か
ら
は
、
電
気
も
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
等
と
同
じ
よ

う
に
、自
由
に
買
い
取
り
先
を
選
べ
る
時
代
に
な
り
ま
す
。

そ
う
し
た
環
境
面
の
進
化
と
「
ス
マ
ー
ト
V
2
H
」
の
登

場
で
、
電
力
の
3
系
統
（
系
統
電
力
＋
太
陽
光
発
電
＋

P
H
V
・
E
V
自
動
車
）
が
、
連
結
さ
れ
る
時
代
が
始
ま

り
、さ
ら
に
そ
の
先
に
は
、水
素
時
代
が
控
え
て
い
ま
す
。

　
松
下
孝
建
設
は
、
常
に
住
宅
建
築
の
基
本
は
、
時
代
に

即
応
し
た
性
能
の
向
上
と
と
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年

も
ま
た
、
進
化
し
た
松
下
孝
建
設
を
お
見
せ
す
る
た
め
に

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　
本
年
も
ご
愛
顧
の
程
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

申
年
は 

真
っ
直
ぐ
天
に
向
か
っ
て
伸
び
る
年 

未
来
を
予
測
し
て
歩
み
出
す
年
。 

さ
る
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電
力
連
結
イ
ン
バ
タ
ー
が
地
球
温
暖
化
、大
気
汚
染
、そ
の
全
て
を
解
決
す
る
。

E
V
へ
の
充
電
用
プ
ラ
グ

装
備
の
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス

ク
ル
マ
か
ら
住
宅
へ
給
電

燃
料
･
電
力
自
給
の
時
代

　
日
本
発
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
経

済
改
革
の
一
因
と
な
る
技
術
革
新
）

と
し
て
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自
動
車
）
・

P
H
E
V
（
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
）
、
更
に
水
素
を
燃
料
と
す

る
F
V
C
（
燃
料
自
動
車
）
が
実
用

化
さ
れ
、
家
庭
燃
料
と
自
動
車
燃
料

の
共
有
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
、
太
陽
光
発
電
も
P
H
E
V
・

E
V
関
連
自
動
車
も
F
V
C
も
高
額

で
補
助
金
頼
り
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

将
来
、
太
陽
光
発
電
が
設
置
で
き
る

屋
根
環
境
や
配
線
、
特
に
重
要
な
の

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
住
宅
の
性
能

を
高
性
能
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
新
築
と
同
時

に
設
置
し
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も

10
年
後
の
未
来
を
創
造
的
に
考
え
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

例

え

ば

、

三

菱

自

動

車

「
i
M
i
V
E
」
と
太
陽
光
発
電
＋

「
ス
マ
ー
ト
V
2
H
」（
右
下
図
1
）

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
図
の
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
は
、
住
宅
と
自
動
車
と
の

共
存
関
係
は
、
切
り
放
し
て
考
え
ら

　
　
　

「
ス
マ
ー
ト
V
2
H
」が

可
能
に
す
る
電
力
自
活

最
終
段
階
が
水
素
発
電
と

水
素
自
動
車

E
V
の
可
能
性
は
「
移
動
手
段
」
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
E
V
の
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
に
貯
め
た
電
力
を

ク
ル
マ
か
ら
家
庭
へ
供
給
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
「
Ｅ
Ｖ

か
ら
家
へ
」
給
電
す
る
為
に
必
要
な

装
置
が
、
「
ス
マ
ー
ト
Ｖ
２
Ｈ
」
パ

ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
で
す
。
住

宅
と
車
の
間
で
電
力
の
や
り
と
り
が

可
能
に
な
る
こ
と
で
、
E
V
は
自
動

車
と
い
う
移
動
手
段
か
ら
、
家
庭
の

電
源
を
守
る
蓄
電
池
に
も
な
る
の
で

す
。
さ
ら
に
、
こ
の
装
置
に
は
、
充

電
や
給
電
の
タ
イ
マ
ー
設
定
、
給
電

時
の
バ
ッ
テ
リ
ー
残
量
率
設
定
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
つ
い
て
い
ま
す
。

延
長
を
両
立
さ
せ
た
の
が
、

P
H
E
V
（
プ
ラ
グ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
）
で
す
。
P
H
E
V
の
最
大

の
利
点
は
、
家
庭
用
コ
ン
セ
ン
ト
な

ど
か
ら
、
夜
間
電
力
な
ど
で
バ
ッ
テ

リ
ー
に
充
電
し
、
モ
ー
タ
ー
の
み
の

走
行
距
離
を
延
ば
し
て
い
る
点
で
す
。

主
要
動
力
は
モ
ー
タ
ー
で
、
エ
ン
ジ

ン
は
発
電
機
と
位
置
づ
け
、
バ
ッ
テ

リ
ー
の
電
力
不
足
時
や
長
距
離
走
行

時
の
み
エ
ン
ジ
ン
走
行
し
ま
す
。
Ｐ

Ｈ
Ｅ
Ｖ
の
場
合
、
近
距
離
の
ド
ラ
イ

ブ
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
補
給
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
電
気
走
行
の
車
は
、

寿
命
が
長
く
修
理
費
用
も
ガ
ソ
リ
ン

車
と
は
、
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
安

く
な
り
ま
す
。

 

「
ス
マ
ー
ト
V
2
H
」エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
！

太
陽
光
発
電
と
自
動
車
、住
宅
を
繋
ぐ
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
新
時
代
の
到
来
！

　
E
V
に
太
陽
光
発
電
の
電
力
を

充
電
す
れ
ば
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
だ
け
で
完
結
で
き
る
、
究
極

の
エ
コ
カ
ー
と
も
い
え
ま
す
が
、 

「
ス
マ
ー
ト
V
2
H
」
は
、
日
産

「
リ
ー
フ
」
や
三
菱
「
M
i
E
V
」

な
ど
の
E
V
の
み
に
対
応
し
て
き
ま

し
た
が
、
P
H
E
V
（
プ
ラ
グ
イ

ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）
の
本
格
的
な

登
場
で
「
住
宅
＋
電
力
＋
P
H
E
V

（
ク
ル
マ
）
」
の
３
系
統
を
連
系
す

る
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
を
可
能
に
し
ま

し
た
。
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
電
池
容

量
で
、
大
型
の
定
置
型
蓄
電
池
の
容

量
は
5
〜
7
k
W
h
が
一
般
的
な
の

に
対
し
、
P
H
E
V
は
12
k
W
h
、

小
型
車
の
i
M
i
E
V
で
も

10
.
5
k
W
h
や
16
k
W
h
と
い
っ

た
大
容
量
で
す
。
出
力
性
能
も
一
般

の
定
置
型
蓄
電
池
の
供
給
能
力
は
、

2
k
W
程
度
と
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

V
2
H
の
場
合
、
6
k
W
と
な
る
の

で
、
定
置
型
蓄
電
池
と
比
較
し
て
3

倍
も
の
出
力
で
、
日
常
的
な
普
通
の

生
活
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ト
ヨ
タ
F
C
V
（
燃
料
電
池
自
動

P
H
E
V
対
応
の

V
2
H
シ
ス
テ
ム

　
H
V
は
、
内
燃
機
関
で
発
電
し
た

電
力
を
電
池
に
蓄
え
て
、
モ
ー
タ
ー

を
内
燃
機
関
の
補
助
と
割
り
切
り
、

航
続
距
離
は
長
い
も
の
の
一
般
的
な

ガ
ソ
リ
ン
車
に
近
い
性
質
の
自
動
車

で
し
た
。
E
V
（
電
気
自
動
車
）

H
V
の
双
方
の
利
点
を
取
り
込
む
た

め
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
多
く
積
む
こ
と

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
と
航
続
距
離
の

車
）
「
ミ
ラ
イ
」
に
よ
っ
て
水
素
社

会
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
ま
し
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
い
ち
早
く
、
太
陽

光
発
電
の
替
わ
り
に
太
陽
光
か
ら
触

媒
に
よ
り
直
接
水
素
を
発
生
す
る
装

置
の
開
発
を
宣
言
し
、
N
E
D
O

（
国
立
研
究
開
発
法
人
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
）

と
共
に
共
同
研
究
を
開
始
し
て

2
0
2
0
年
ま
で
に
技
術
的
な
め
ど

を
付
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
燃
料
電
池
の
「
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
」
の
よ
う
に
天
然
ガ
ス
を

水
素
に
転
換
し
た
り
、
電
気
分
解
で

水
素
を
作
り
、
燃
料
電
池
で
電
気
を

取
り
出
す
、
と
い
う
方
式
で
し
た
が
、

太
陽
光
か
ら
直
接
、
水
素
が
作
り
出

せ
れ
ば
、
屋
根
か
ら
直
接
『
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
』
に
水
素
を
繋
ぐ
こ
と
も

可
能
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
蓄
電
池

は
放
電
と
い
う
現
象
が
あ
り
ま
す
が
、

水
素
と
し
て
た
め
込
む
こ
と
が
出
来

れ
ば
プ
ロ
パ
ン
等
の
よ
う
に
簡
単
に

蓄
積
で
き
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
灯

油
の
よ
う
に
扱
い
や
す
く
な
り
ま
す
。

絶
対
に
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
技
術
に

し
て
は
、い
け
な
い
！

　
水
素
技
術
は
殆
ど
日
本
発
の
技
術

で
す
。
燃
料
と
し
て
石
油
が
必
要
無

い
技
術
で
す
か
ら
、
世
界
の
産
油
国

か
ら
は
、
歓
迎
さ
れ
な
い
技
術
で
す
。

携
帯
電
話
等
は
、
先
端
技
術
過
ぎ
て

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
V
２
H
か
ら
水
素
技
術
に
い
た

る
国
産
技
術
は
、
革
命
的
な
技
術
で
、

温
暖
化
を
解
消
す
る
切
り
札
に
な
り

ま
す
。
現
在
、
最
も
発
展
途
上
国
に

必
要
な
、
環
境
技
術
で
も
あ
り
ま
す

が
、
米
・
ロ
を
含
む
産
油
国
に
は
、

非
常
に
困
っ
た
技
術
で
す
。
　
私
達

は
、
心
し
て
こ
の
技
術
を
ガ
ラ
パ
ゴ

ス
化
さ
せ
な
い
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

人
類
の
未
来
の
た
め
に
普
及
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

出所：三菱電気

太陽光発電システム用 
パワーコンディショナ 

EV用パワー 
コンディショナ 
「SMART V2H」 

住宅用太陽光
発電システム(PV)

ブレーカボックス 

分電盤 電化製品 

リモコン 

系統電力 

家の中からリモコン操作 
同梱のカラーリモコンで、家の 
中からも操作ができます。 
＊本体ボタンは充電操作のみとなり、 
給電操作はリモコンからのみ可能です。 

図 1 
れ
な
く
な
り
ま
す
。
Ｅ
Ｖ

（
電
気
自
動
車
）
と
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
、
電
力
会
社

か
ら
の
買
電
（
系
統
電
力
）

の
3
種
の
電
力
の
同
時
使
用
を
可

能
に
す
る
の
が
「
ス
マ
ー
ト

V
2
H
」
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
で

す
。
ま
だ
汎
用
性
が
少
な
い
の
で

価
格
的
に
高
額
で
、
国
の
補
助
対

象
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
関
係
で
こ
れ
か
ら
の
自
動
車

と
住
宅
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
製
化

が
よ
り
一
般
化
し

ま
す
。
「
ス
マ
ー

ト
V
2
H
」
は
、

太
陽
光
発
電
で
の

発
電
量
が
少
な
い

時
も
、
E
V
で
夜

間
に
充
電
し
た
深

夜
電
力
を
活
用
で

き
る
の
で
、
ト
ー

タ
ル
の
電
気
料
金

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。
万
一
、
自
然
災
害
な

ど
で
停
電
が
長
引
い
た
場

合
も
、
昼
間
は
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
発
電
電
力

で
家
庭
へ
の
電
力
供
給
と

E
V
へ
の
充
電
を
行
う
こ

と
が
で
き
、
夜
間
は
E
V

に
蓄
え
た
電
力
を
使
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

電気自動車(PHV・EV)


